
大学の強み 地域の強み 地域の要請

広い視野と創造力

基礎学力

平成30年度

総合理工学部
生物資源科学部
自然科学研究科博士前期課程

自然を究
きわ

め
持続可能な明日を創

つく

る

改組予定（設置申請中）
内容については予定であり、変更する場合があります。

学部・研究科改組

地域の要請に沿った
学科編成

やります!

地域のための
人材育成

やります!

新生！ 総合理工学部

科学・技術の新たな地平を拓く

総合理工学部
学部長
廣光 一郎

まだ見ぬ新たな科学・技術の開拓を共に目指しませんか？

総合理工学部は、自然界の真理を探求する理学と社会が必要とする応用技術を開
発する工学を総合・融合し、基礎科学から先端応用技術までバランスの取れた教
育と研究を進めています。この度、20年ぶりに学科編成を見直し、これまでの
５学科体制から7学科体制へと刷新します。これにより、自らの専攻分野を明確
にし、その分野の基礎をこれまで以上にしっかりと身につけることを可能にしま
した。急速に進む科学技術の革新やそれに伴う社会の変化に対応するためには、
専攻分野の確固とした基礎の上に広い視野と創造力を身につけることが不可欠で
す。本学部では、このような能力を有し、独自の発想とグローバルな視点を備え
た人材を育成します。１～２年次から研究を始める「理工特別コース」、大学院
博士前期課程までの一貫した教育を受けられる「学部‐博士前期一貫プログラム」
等、特色ある取組みも進めます。

共通科目による
広い視野の涵養

目指します!

学部・博士前期
一貫プログラムによる早期修了

できます!

物理・マテリアル工学科【73名】
物理学の基礎から応用までの知識を有し、様々な物理現象や機能の発現機構の解明、先進金属材料・エネルギ
ー関連材料の創成、先進材料を用いた電子デバイスの開発等を行う人材を育成します。

マテリアル工学コース
電子デバイス工学コース
基礎物理学コース

物質科学科
【130名】

地球資源環境学科
【50名】

数理・情報システム学科
【100名】

機械・電気電子工学科
【80名】

建築・生産設計工学科
【40名】

学部内共通教育コース
理工特別コース【20名程度】
COC人材育成コース【7名】

物質化学科【73名】
化学の基礎から応用までの知識を有し、宍道湖などの水系環境研究、環境の負荷低減に関する研究、再生可能
な資源やエネルギーの有効利用に関する研究や様々な機能材料の開発等、幅広く物質化学に携わる人材を育成
します。

環境化学コース
機能材料化学コース
基礎化学コース

地球科学科【50名】
フィールドを重視した地質学を基礎とし、地球科学の体系を理解する能力と地球史観を有し、資源開発・環境・
地域防災・建設などに携わる人材を育成します。

地球環境科学コース
自然災害科学コース

地球物質資源科学コース

数理科学科【50名】
数理科学の体系的知識と思考方法、数理科学を他分野に展開していく能力を身につけ、様々な社会的課題を解
決できる人材を育成します。

数理展開コース数理基幹コース

知能情報デザイン学科【50名】
情報学の基礎から応用までの知識を身につけ、データサイエンス、情報セキュリティ、IoTなどの情報技術の
活用により、社会的課題の解決や社会からの期待の実現に向けた企画・提案を行うことができる人材を育成し
ます。

データサイエンスコース情報システムデザインコース

機械・電気電子工学科【64名】
機械工学・電気電子工学に関する幅広い知識を有し、知能化・高機能化が求められる時代の高度な社会基盤の
構築、及びものづくりに貢献できる人材を育成します。

電気電子工学コース機械工学コース

建築デザイン学科【40名】
建築学における構造・環境・意匠の専門的知識を有し、建築やタウン・アーキテクトの分野で人や環境にやさ
しい社会の構築に貢献できる人材を育成します。

建築計画デザインコース建築構造・住環境コース

〈新〉総合理工学部【入学定員400名+3年次編入学定員12名】

学部学生のための学生支援制度

入学料免除について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、入学料の全額もし
くは半額が免除される制度です。
※申請は入学前１年以内に学資負担者死亡等の特別事情がある場合に
限ります。

入学料徴収猶予について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、支払期限までに入
学料の支払いが困難であると認められた場合、入学料の徴収が猶予さ
れる制度です。

授業料免除について
①経済的理由による授業料免除　※各期ごとに申請が必要です。
本人の申請に基づき、選考のうえ、授業料の支払いが困難であると
認められた場合、授業料の全額または半額が免除される制度です。
②成績優秀者に対する授業料免除
成績優秀者に対し授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●対象学生は２年次以上（編入学者は４年次）の学部学生です。
●前年度の成績をもとに選考し、後期分の授業料を全額免除します。

③正課外活動優秀者に対する授業料免除
正課外活動優秀者に対し、授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●一定の学力基準を満たしていることが必要です。
●前年度までに獲得した通算ポイント（正課外活動に対して付与され
る通算ポイント）をもとに選考し、４年生の後期分の授業料を全額
免除します。

奨学金について
日本学生支援機構奨学金のほか、地方公共団体、民間団体による奨学
金もあります。
①日本学生支援機構奨学金
◎第一種奨学金（無利子貸与）
自宅通学　　30,000円・45,000円から選択
自宅外通学　30,000円・45,000円・51,000円から選択
◎第二種奨学金（有利子貸与）
年利3%を上限とする利息付です（在学中は無利子です）。
奨学金は下記の金額から選択します。
3万円・5万円・8万円・10万円・12万円

②その他の奨学金
地方公共団体又は民間団体による奨学制度があります。
地方公共団体の奨学金については、都道府県市区町村の教育委員会
で取扱っているものも多数ありますので、直接、出身地等の教育委
員会へ照会してください。

島根大学授業料等奨学融資制度（ローン）について
授業料等奨学融資制度（ローン）について
島根大学と提携する山陰合同銀行から、学生本人が授業料相当額及び入学料相当
額の融資を受けることができ、在学中は元金据え置きで、その間の利息は大学が
奨学援助金として支払う制度です。申請時期は、7月と12月を予定しています。
（融資を受ける際には、本学および銀行の審査があります。）

学部内共通教育コース・特別教育プログラム
理工特別コース【20名程度】

留学生特別コース（Bilingual Education Course)【若干名】
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【7名】

〈現〉総合理工学部
入学定員400名

+
3年次編入学定員12名【 】

生物資源科学部は変わります

「ライフ」を探求して地域や世界で活躍しよう

自然豊かな環境で共に学び、地域や世界で活躍を目指すみなさんをお待ちしています。

総合理工学部、生物資源科学部は地域社会の発展と
持続可能な環境調和型社会の確立を目指します。

生物資源科学部は、生物、生命、生産、生活といった「ライフ」に関する科学的知識・
能力を涵養することを目指して教育・研究を行ってきました。平成30年度より、
特に地域社会から要請の高い分野の理系人材を育成するために、「生命科学科」、
「農林生産学科」、「環境共生科学科」の３学科に再編し、生命現象の解明と生物
資源の利活用、食糧資源や森林資源の持続可能な生産技術、それらを育む生態系
や環境の管理・保全・修復技術に関する幅広い分野の教育・研究環境を提供します。
「生命」・「生産」・「環境」に関する基礎学力を身に付け、それらを発展させた専
門知識、研究志向や技術力、さらには、地域を生かしたフィールド教育・研究に
より、現場での問題発見・解決能力を養うことで、地域社会の発展と持続可能な
環境調和型社会の確立に貢献できる人材を養成します。

生命科学科【70名】
基本的生命現象を総合的に理解すると共に、生命・生物資源を解析する高度な技術を身につけ、それらの知識
や技術を利用することにより社会に貢献できる人材を養成します。

水圏・多様性生物学コース
生命機能化学コース 食生命科学コース
細胞生物学コース

生物科学科【30名】

生命工学科【40名】

農林生産学科【85名】

地域環境科学科【45名】

農林生産学科【60名】
農林産物に関する持続可能な生産技術や、農業経営・経済についての総合的な知識を身につけ、農林業がもた
らす豊かな人間生活の実現に貢献できる人材を養成します。

園芸植物科学コース
農業経済学コース 森林学コース

資源作物・畜産学コース

環境共生科学科【70名】
環境調和型社会の確立を目指し土・水・生物などの資源の調査・評価及び生態環境を総合的に保全・管理する
ための知識と技術を習得し社会に貢献できる人材を養成します。

生態環境学コース
環境動態学コース 地域工学コース
環境生物学コース

〈新〉生物資源科学部【入学定員200名＋3年次編入学定員15名】

学部内特別教育プログラム
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【6名】

〈現〉生物資源科学部
入学定員200名

+
3年次編入学定員20名【 】

独自の発想 問題解決能力 グローバルな視点

総合理工学部・生物資源科学部

【電話の受付時間は月曜日～金曜日（祝日除く）8：30～17：15です】

問い合わせ先

全　般 島根大学ホームページ　　 http://www.shimane-u.ac.jp
島根大学 携帯電話サイト　http://daigakujc.jp/shimane-u

総合理工学部に関すること 学務課　総合理工学部等担当　0852-32-6835

生物資源科学部に関すること 学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

自然科学研究科に関すること 学務課　総合理工学部等担当　　0852-32-6835
学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

学生寮に関すること 学生支援課　学生生活・個別支援グループ　0852-32-6009

入学料・授業料免除，奨学金に関すること 学生支援課　奨学支援グループ　0852-32-6063

就職に関すること 学生支援課　キャリア・就職支援グループ　0852-32-6061

入試に関すること 教育・入試企画課　入試企画グループ　TEL: 0852-32-6073　FAX: 0852-32-9726
E-mail: epd-nnyushi@office.shimane-u.ac.jp

ホームページ入試情報提供サービス http://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

生物資源科学部
学部長
井藤 和人

学部内共通教育コース
COC人材育成コース【6名】



大学の強み 地域の強み 地域の要請

広い視野と創造力

基礎学力

平成30年度

総合理工学部
生物資源科学部
自然科学研究科博士前期課程

自然を究
きわ

め
持続可能な明日を創

つく

る

改組予定（設置申請中）
内容については予定であり、変更する場合があります。

学部・研究科改組

地域の要請に沿った
学科編成

やります!

地域のための
人材育成

やります!

新生！ 総合理工学部

科学・技術の新たな地平を拓く

総合理工学部
学部長
廣光 一郎

まだ見ぬ新たな科学・技術の開拓を共に目指しませんか？

総合理工学部は、自然界の真理を探求する理学と社会が必要とする応用技術を開
発する工学を総合・融合し、基礎科学から先端応用技術までバランスの取れた教
育と研究を進めています。この度、20年ぶりに学科編成を見直し、これまでの
５学科体制から7学科体制へと刷新します。これにより、自らの専攻分野を明確
にし、その分野の基礎をこれまで以上にしっかりと身につけることを可能にしま
した。急速に進む科学技術の革新やそれに伴う社会の変化に対応するためには、
専攻分野の確固とした基礎の上に広い視野と創造力を身につけることが不可欠で
す。本学部では、このような能力を有し、独自の発想とグローバルな視点を備え
た人材を育成します。１～２年次から研究を始める「理工特別コース」、大学院
博士前期課程までの一貫した教育を受けられる「学部‐博士前期一貫プログラム」
等、特色ある取組みも進めます。

共通科目による
広い視野の涵養

目指します!

学部・博士前期
一貫プログラムによる早期修了

できます!

物理・マテリアル工学科【73名】
物理学の基礎から応用までの知識を有し、様々な物理現象や機能の発現機構の解明、先進金属材料・エネルギ
ー関連材料の創成、先進材料を用いた電子デバイスの開発等を行う人材を育成します。

マテリアル工学コース
電子デバイス工学コース
基礎物理学コース

物質科学科
【130名】

地球資源環境学科
【50名】

数理・情報システム学科
【100名】

機械・電気電子工学科
【80名】

建築・生産設計工学科
【40名】

学部内共通教育コース
理工特別コース【20名程度】
COC人材育成コース【7名】

物質化学科【73名】
化学の基礎から応用までの知識を有し、宍道湖などの水系環境研究、環境の負荷低減に関する研究、再生可能
な資源やエネルギーの有効利用に関する研究や様々な機能材料の開発等、幅広く物質化学に携わる人材を育成
します。

環境化学コース
機能材料化学コース
基礎化学コース

地球科学科【50名】
フィールドを重視した地質学を基礎とし、地球科学の体系を理解する能力と地球史観を有し、資源開発・環境・
地域防災・建設などに携わる人材を育成します。

地球環境科学コース
自然災害科学コース

地球物質資源科学コース

数理科学科【50名】
数理科学の体系的知識と思考方法、数理科学を他分野に展開していく能力を身につけ、様々な社会的課題を解
決できる人材を育成します。

数理展開コース数理基幹コース

知能情報デザイン学科【50名】
情報学の基礎から応用までの知識を身につけ、データサイエンス、情報セキュリティ、IoTなどの情報技術の
活用により、社会的課題の解決や社会からの期待の実現に向けた企画・提案を行うことができる人材を育成し
ます。

データサイエンスコース情報システムデザインコース

機械・電気電子工学科【64名】
機械工学・電気電子工学に関する幅広い知識を有し、知能化・高機能化が求められる時代の高度な社会基盤の
構築、及びものづくりに貢献できる人材を育成します。

電気電子工学コース機械工学コース

建築デザイン学科【40名】
建築学における構造・環境・意匠の専門的知識を有し、建築やタウン・アーキテクトの分野で人や環境にやさ
しい社会の構築に貢献できる人材を育成します。

建築計画デザインコース建築構造・住環境コース

〈新〉総合理工学部【入学定員400名+3年次編入学定員12名】

学部学生のための学生支援制度

入学料免除について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、入学料の全額もし
くは半額が免除される制度です。
※申請は入学前１年以内に学資負担者死亡等の特別事情がある場合に
限ります。

入学料徴収猶予について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、支払期限までに入
学料の支払いが困難であると認められた場合、入学料の徴収が猶予さ
れる制度です。

授業料免除について
①経済的理由による授業料免除　※各期ごとに申請が必要です。
本人の申請に基づき、選考のうえ、授業料の支払いが困難であると
認められた場合、授業料の全額または半額が免除される制度です。
②成績優秀者に対する授業料免除
成績優秀者に対し授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●対象学生は２年次以上（編入学者は４年次）の学部学生です。
●前年度の成績をもとに選考し、後期分の授業料を全額免除します。

③正課外活動優秀者に対する授業料免除
正課外活動優秀者に対し、授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●一定の学力基準を満たしていることが必要です。
●前年度までに獲得した通算ポイント（正課外活動に対して付与され
る通算ポイント）をもとに選考し、４年生の後期分の授業料を全額
免除します。

奨学金について
日本学生支援機構奨学金のほか、地方公共団体、民間団体による奨学
金もあります。
①日本学生支援機構奨学金
◎第一種奨学金（無利子貸与）
自宅通学　　30,000円・45,000円から選択
自宅外通学　30,000円・45,000円・51,000円から選択
◎第二種奨学金（有利子貸与）
年利3%を上限とする利息付です（在学中は無利子です）。
奨学金は下記の金額から選択します。
3万円・5万円・8万円・10万円・12万円

②その他の奨学金
地方公共団体又は民間団体による奨学制度があります。
地方公共団体の奨学金については、都道府県市区町村の教育委員会
で取扱っているものも多数ありますので、直接、出身地等の教育委
員会へ照会してください。

島根大学授業料等奨学融資制度（ローン）について
授業料等奨学融資制度（ローン）について
島根大学と提携する山陰合同銀行から、学生本人が授業料相当額及び入学料相当
額の融資を受けることができ、在学中は元金据え置きで、その間の利息は大学が
奨学援助金として支払う制度です。申請時期は、7月と12月を予定しています。
（融資を受ける際には、本学および銀行の審査があります。）

学部内共通教育コース・特別教育プログラム
理工特別コース【20名程度】

留学生特別コース（Bilingual Education Course)【若干名】
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【7名】

〈現〉総合理工学部
入学定員400名

+
3年次編入学定員12名【 】

生物資源科学部は変わります

「ライフ」を探求して地域や世界で活躍しよう

自然豊かな環境で共に学び、地域や世界で活躍を目指すみなさんをお待ちしています。

総合理工学部、生物資源科学部は地域社会の発展と
持続可能な環境調和型社会の確立を目指します。

生物資源科学部は、生物、生命、生産、生活といった「ライフ」に関する科学的知識・
能力を涵養することを目指して教育・研究を行ってきました。平成30年度より、
特に地域社会から要請の高い分野の理系人材を育成するために、「生命科学科」、
「農林生産学科」、「環境共生科学科」の３学科に再編し、生命現象の解明と生物
資源の利活用、食糧資源や森林資源の持続可能な生産技術、それらを育む生態系
や環境の管理・保全・修復技術に関する幅広い分野の教育・研究環境を提供します。
「生命」・「生産」・「環境」に関する基礎学力を身に付け、それらを発展させた専
門知識、研究志向や技術力、さらには、地域を生かしたフィールド教育・研究に
より、現場での問題発見・解決能力を養うことで、地域社会の発展と持続可能な
環境調和型社会の確立に貢献できる人材を養成します。

生命科学科【70名】
基本的生命現象を総合的に理解すると共に、生命・生物資源を解析する高度な技術を身につけ、それらの知識
や技術を利用することにより社会に貢献できる人材を養成します。

水圏・多様性生物学コース
生命機能化学コース 食生命科学コース
細胞生物学コース

生物科学科【30名】

生命工学科【40名】

農林生産学科【85名】

地域環境科学科【45名】

農林生産学科【60名】
農林産物に関する持続可能な生産技術や、農業経営・経済についての総合的な知識を身につけ、農林業がもた
らす豊かな人間生活の実現に貢献できる人材を養成します。

園芸植物科学コース
農業経済学コース 森林学コース

資源作物・畜産学コース

環境共生科学科【70名】
環境調和型社会の確立を目指し土・水・生物などの資源の調査・評価及び生態環境を総合的に保全・管理する
ための知識と技術を習得し社会に貢献できる人材を養成します。

生態環境学コース
環境動態学コース 地域工学コース
環境生物学コース

〈新〉生物資源科学部【入学定員200名＋3年次編入学定員15名】

学部内特別教育プログラム
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【6名】

〈現〉生物資源科学部
入学定員200名

+
3年次編入学定員20名【 】

独自の発想 問題解決能力 グローバルな視点

総合理工学部・生物資源科学部

【電話の受付時間は月曜日～金曜日（祝日除く）8：30～17：15です】

問い合わせ先

全　般 島根大学ホームページ　　 http://www.shimane-u.ac.jp
島根大学 携帯電話サイト　http://daigakujc.jp/shimane-u

総合理工学部に関すること 学務課　総合理工学部等担当　0852-32-6835

生物資源科学部に関すること 学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

自然科学研究科に関すること 学務課　総合理工学部等担当　　0852-32-6835
学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

学生寮に関すること 学生支援課　学生生活・個別支援グループ　0852-32-6009

入学料・授業料免除，奨学金に関すること 学生支援課　奨学支援グループ　0852-32-6063

就職に関すること 学生支援課　キャリア・就職支援グループ　0852-32-6061

入試に関すること 教育・入試企画課　入試企画グループ　TEL: 0852-32-6073　FAX: 0852-32-9726
E-mail: epd-nnyushi@office.shimane-u.ac.jp

ホームページ入試情報提供サービス http://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

生物資源科学部
学部長
井藤 和人

学部内共通教育コース
COC人材育成コース【6名】



大学の強み 地域の強み 地域の要請

広い視野と創造力

基礎学力

平成30年度

総合理工学部
生物資源科学部
自然科学研究科博士前期課程

自然を究
きわ

め
持続可能な明日を創

つく

る

改組予定（設置申請中）
内容については予定であり、変更する場合があります。

学部・研究科改組

地域の要請に沿った
学科編成

やります!

地域のための
人材育成

やります!

新生！ 総合理工学部

科学・技術の新たな地平を拓く

総合理工学部
学部長
廣光 一郎

まだ見ぬ新たな科学・技術の開拓を共に目指しませんか？

総合理工学部は、自然界の真理を探求する理学と社会が必要とする応用技術を開
発する工学を総合・融合し、基礎科学から先端応用技術までバランスの取れた教
育と研究を進めています。この度、20年ぶりに学科編成を見直し、これまでの
５学科体制から7学科体制へと刷新します。これにより、自らの専攻分野を明確
にし、その分野の基礎をこれまで以上にしっかりと身につけることを可能にしま
した。急速に進む科学技術の革新やそれに伴う社会の変化に対応するためには、
専攻分野の確固とした基礎の上に広い視野と創造力を身につけることが不可欠で
す。本学部では、このような能力を有し、独自の発想とグローバルな視点を備え
た人材を育成します。１～２年次から研究を始める「理工特別コース」、大学院
博士前期課程までの一貫した教育を受けられる「学部‐博士前期一貫プログラム」
等、特色ある取組みも進めます。

共通科目による
広い視野の涵養

目指します!

学部・博士前期
一貫プログラムによる早期修了

できます!

物理・マテリアル工学科【73名】
物理学の基礎から応用までの知識を有し、様々な物理現象や機能の発現機構の解明、先進金属材料・エネルギ
ー関連材料の創成、先進材料を用いた電子デバイスの開発等を行う人材を育成します。

マテリアル工学コース
電子デバイス工学コース
基礎物理学コース

物質科学科
【130名】

地球資源環境学科
【50名】

数理・情報システム学科
【100名】

機械・電気電子工学科
【80名】

建築・生産設計工学科
【40名】

学部内共通教育コース
理工特別コース【20名程度】
COC人材育成コース【7名】

物質化学科【73名】
化学の基礎から応用までの知識を有し、宍道湖などの水系環境研究、環境の負荷低減に関する研究、再生可能
な資源やエネルギーの有効利用に関する研究や様々な機能材料の開発等、幅広く物質化学に携わる人材を育成
します。

環境化学コース
機能材料化学コース
基礎化学コース

地球科学科【50名】
フィールドを重視した地質学を基礎とし、地球科学の体系を理解する能力と地球史観を有し、資源開発・環境・
地域防災・建設などに携わる人材を育成します。

地球環境科学コース
自然災害科学コース

地球物質資源科学コース

数理科学科【50名】
数理科学の体系的知識と思考方法、数理科学を他分野に展開していく能力を身につけ、様々な社会的課題を解
決できる人材を育成します。

数理展開コース数理基幹コース

知能情報デザイン学科【50名】
情報学の基礎から応用までの知識を身につけ、データサイエンス、情報セキュリティ、IoTなどの情報技術の
活用により、社会的課題の解決や社会からの期待の実現に向けた企画・提案を行うことができる人材を育成し
ます。

データサイエンスコース情報システムデザインコース

機械・電気電子工学科【64名】
機械工学・電気電子工学に関する幅広い知識を有し、知能化・高機能化が求められる時代の高度な社会基盤の
構築、及びものづくりに貢献できる人材を育成します。

電気電子工学コース機械工学コース

建築デザイン学科【40名】
建築学における構造・環境・意匠の専門的知識を有し、建築やタウン・アーキテクトの分野で人や環境にやさ
しい社会の構築に貢献できる人材を育成します。

建築計画デザインコース建築構造・住環境コース

〈新〉総合理工学部【入学定員400名+3年次編入学定員12名】

学部学生のための学生支援制度

入学料免除について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、入学料の全額もし
くは半額が免除される制度です。
※申請は入学前１年以内に学資負担者死亡等の特別事情がある場合に
限ります。

入学料徴収猶予について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、支払期限までに入
学料の支払いが困難であると認められた場合、入学料の徴収が猶予さ
れる制度です。

授業料免除について
①経済的理由による授業料免除　※各期ごとに申請が必要です。
本人の申請に基づき、選考のうえ、授業料の支払いが困難であると
認められた場合、授業料の全額または半額が免除される制度です。
②成績優秀者に対する授業料免除
成績優秀者に対し授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●対象学生は２年次以上（編入学者は４年次）の学部学生です。
●前年度の成績をもとに選考し、後期分の授業料を全額免除します。

③正課外活動優秀者に対する授業料免除
正課外活動優秀者に対し、授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●一定の学力基準を満たしていることが必要です。
●前年度までに獲得した通算ポイント（正課外活動に対して付与され
る通算ポイント）をもとに選考し、４年生の後期分の授業料を全額
免除します。

奨学金について
日本学生支援機構奨学金のほか、地方公共団体、民間団体による奨学
金もあります。
①日本学生支援機構奨学金
◎第一種奨学金（無利子貸与）
自宅通学　　30,000円・45,000円から選択
自宅外通学　30,000円・45,000円・51,000円から選択
◎第二種奨学金（有利子貸与）
年利3%を上限とする利息付です（在学中は無利子です）。
奨学金は下記の金額から選択します。
3万円・5万円・8万円・10万円・12万円

②その他の奨学金
地方公共団体又は民間団体による奨学制度があります。
地方公共団体の奨学金については、都道府県市区町村の教育委員会
で取扱っているものも多数ありますので、直接、出身地等の教育委
員会へ照会してください。

島根大学授業料等奨学融資制度（ローン）について
授業料等奨学融資制度（ローン）について
島根大学と提携する山陰合同銀行から、学生本人が授業料相当額及び入学料相当
額の融資を受けることができ、在学中は元金据え置きで、その間の利息は大学が
奨学援助金として支払う制度です。申請時期は、7月と12月を予定しています。
（融資を受ける際には、本学および銀行の審査があります。）

学部内共通教育コース・特別教育プログラム
理工特別コース【20名程度】

留学生特別コース（Bilingual Education Course)【若干名】
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【7名】

〈現〉総合理工学部
入学定員400名

+
3年次編入学定員12名【 】

生物資源科学部は変わります

「ライフ」を探求して地域や世界で活躍しよう

自然豊かな環境で共に学び、地域や世界で活躍を目指すみなさんをお待ちしています。

総合理工学部、生物資源科学部は地域社会の発展と
持続可能な環境調和型社会の確立を目指します。

生物資源科学部は、生物、生命、生産、生活といった「ライフ」に関する科学的知識・
能力を涵養することを目指して教育・研究を行ってきました。平成30年度より、
特に地域社会から要請の高い分野の理系人材を育成するために、「生命科学科」、
「農林生産学科」、「環境共生科学科」の３学科に再編し、生命現象の解明と生物
資源の利活用、食糧資源や森林資源の持続可能な生産技術、それらを育む生態系
や環境の管理・保全・修復技術に関する幅広い分野の教育・研究環境を提供します。
「生命」・「生産」・「環境」に関する基礎学力を身に付け、それらを発展させた専
門知識、研究志向や技術力、さらには、地域を生かしたフィールド教育・研究に
より、現場での問題発見・解決能力を養うことで、地域社会の発展と持続可能な
環境調和型社会の確立に貢献できる人材を養成します。

生命科学科【70名】
基本的生命現象を総合的に理解すると共に、生命・生物資源を解析する高度な技術を身につけ、それらの知識
や技術を利用することにより社会に貢献できる人材を養成します。

水圏・多様性生物学コース
生命機能化学コース 食生命科学コース
細胞生物学コース

生物科学科【30名】

生命工学科【40名】

農林生産学科【85名】

地域環境科学科【45名】

農林生産学科【60名】
農林産物に関する持続可能な生産技術や、農業経営・経済についての総合的な知識を身につけ、農林業がもた
らす豊かな人間生活の実現に貢献できる人材を養成します。

園芸植物科学コース
農業経済学コース 森林学コース

資源作物・畜産学コース

環境共生科学科【70名】
環境調和型社会の確立を目指し土・水・生物などの資源の調査・評価及び生態環境を総合的に保全・管理する
ための知識と技術を習得し社会に貢献できる人材を養成します。

生態環境学コース
環境動態学コース 地域工学コース
環境生物学コース

〈新〉生物資源科学部【入学定員200名＋3年次編入学定員15名】

学部内特別教育プログラム
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【6名】

〈現〉生物資源科学部
入学定員200名

+
3年次編入学定員20名【 】

独自の発想 問題解決能力 グローバルな視点

総合理工学部・生物資源科学部

【電話の受付時間は月曜日～金曜日（祝日除く）8：30～17：15です】

問い合わせ先

全　般 島根大学ホームページ　　 http://www.shimane-u.ac.jp
島根大学 携帯電話サイト　http://daigakujc.jp/shimane-u

総合理工学部に関すること 学務課　総合理工学部等担当　0852-32-6835

生物資源科学部に関すること 学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

自然科学研究科に関すること 学務課　総合理工学部等担当　　0852-32-6835
学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

学生寮に関すること 学生支援課　学生生活・個別支援グループ　0852-32-6009

入学料・授業料免除，奨学金に関すること 学生支援課　奨学支援グループ　0852-32-6063

就職に関すること 学生支援課　キャリア・就職支援グループ　0852-32-6061

入試に関すること 教育・入試企画課　入試企画グループ　TEL: 0852-32-6073　FAX: 0852-32-9726
E-mail: epd-nnyushi@office.shimane-u.ac.jp

ホームページ入試情報提供サービス http://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

生物資源科学部
学部長
井藤 和人

学部内共通教育コース
COC人材育成コース【6名】



物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報
デザイン学科

機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科 生命科学科 農林生産

学科
環境共生科
学科

総合理工学部 生物資源科学部
学科

学部 総合理工学部 生物資源科学部

学部 総合理工学部 生物資源科学部

物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

入学定員 400
前期日程 40 52 28 30 25 33 25
後期日程 19 12 10 10 10 12 8
AO入試Ⅰ － － 5 － － － －
AO入試Ⅱ ※（6）理工特別コース － ※（6）理工特別コース

推薦入試Ⅰ
（地域貢献型入試を含む） 6 4 7 9 8 11 6

推薦入試Ⅱ 7 4 － － 6 7 －

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

５教科７科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

１教科１科目

４教科６科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

面接 面接 面接

－ － －

－ － －

学科 物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

前期日程

大学入試
センター
試験

５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目
または８科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目

個別学力
試験

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

２教科２科目 ２教科２科目 １教科１科目
２教科２科目
または

１教科１科目

２教科２科目
または

１教科１科目
２教科２科目 １教科１科目 １教科１科目 １教科１科目

後期日程
５教科７科目 ５教科７科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科７科目 ５教科７科目

面接 面接 面接 １教科１科目１教科１科目 面接 －

AO入試Ⅰ － －

【第1次選考】
出願書類による選考
（募集人員の
おおむね3倍超時）
【第2次選考】
模擬授業・
授業レポート

+
プレゼンテーション・面接

－ － － －

AO入試Ⅱ

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

－ － － －

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

【第１次選考】
出願書類による選考（定員の２倍超時）

【第２次選考】
小論文
+

プレゼンテーション

推薦入試Ⅰ

推薦入試Ⅱ
２教科３科目 ２教科２科目 － － １教科２科目 ３教科５科目 －

面接 面接 － － 面接 面接 －

学
内
選
考
試
験

生物資源科学部

島根大学の自然科学系大学院が一つになります
自然科学研究科 ～自然を究め、持続可能な明日を創る

海外留学を希望する人は国際交流センターのHPを一度訪れてみてください。▲ ▲

http://kokusai.shimane-u.ac.jp/student/want/
交流協定を結んでいる大学への留学は下のように進みます

交流協定大学への留学

地域からの要請・ミッション再定義と自然科学研究科の各専攻・コースとの関係

下図は、「地元企業へのアンケート結果等から明らかになった、地元企業が島根大学に強化してほしいと考えている分野」、
「島根県総合戦略等に謳われている、地元自治体が強化しようとしている分野」、及び「ミッション再定義で島根大学の強
みとされた分野」と自然科学研究科の各専攻・コースの対応関係を示したものです。この図からわかるように、新研究科
は地元からの要請と島根大学の強みを強く意識した教育体制を敷いています。
この度の学部改組と合わせて、一貫した教育・教育体制を敷く事により、しっかりとした基礎の上に社会に求められる人
材を育成します。

ソフト系IT分野

情報・通信工学分野

材料工学分野

機械工学、電気電子工学分野

環境資源工学分野

建築分野

生命工学・食品化学分野

◆ 地域からの要請に合わせた学科編成
◆ 学部・研究科共通科目による広い視野の涵養
◆ COC人材育成プログラムによる地域貢献
◆ 学部・博士前期一貫プログラムによる早期修了

地元企業が強化してほしいと
考えている分野

解析学を中心とした数理科学分野

たたらの伝統を生かした鉄鋼・金属材料分野

先端的地球科学分野

環境化学分野

沿海・汽水域の生物資源の利活用

高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究

ミッション再定義で
強みとされた分野

ソフト系IT分野

特殊鋼関連産業

電気電子産業

防災

ヘルスケア産業

機能性食品産業

農畜産業

林業・木材産業

６次産業・地産地消

地元自治体が強化しようと
している分野

募集人員 就職支援

入試方法

注1）AO入試及び推薦入試のⅠ型は大学入試センター試験は課さない入試、Ⅱ型は大学入試センター試験を課す入試です。
注2）総合理工学部の理工特別コースの募集人員は学部全体（地球科学科を除く）で6名です。
注3）生物資源科学部のAO入試Ⅰ（地域貢献型入試）の募集人員は学部全体で6名です。

注1）大学入試センター試験及び個別学力試験で必要となる教科・科目名については、島根大学ホームページに掲載している「平成30年度入試における学力試験実施教科・科目等」
　　 （TOP>入試情報>お知らせ）で確認してください。
注2）詳細については、必ず７月以降に公表予定の「入試要項」と「学生募集要項」で確認してください。

進路

主な就職・進学先（平成29年3月卒業生）順不同,就職先・進学先には大学院修了者を含まない。

職種に応じた
就職セミナーや面接指導、
資格取得プログラムの実施
キャリアセンターが企画するキャリア就職
ガイダンスや面接などの実践指導に加え、
在学生の保護者で組織される後援会の支援
を受けて、官公庁や企業、就職コンサルタ
ントから講師を招いた学部、学科独自の就
職セミナーを実施しています。このセミナ
ーの講師には本学部の卒業生も多く、個々
の学生の希望や適性に応じた親身な指導を
行っています。また、教員免許や学芸員、
技術士補など、各種の資格を得るための教
育プログラムも充実しています。

就職情報・資料の
提供

キャリアセンターでは、学生がキャリアに
ついて考え、情報収集し、満足いくキャリ
ア選択ができるよう、就職情報やインター
ンシップ情報等を提供し、キャリア・就職
ガイダンスのWeb動画配信を行っていま
す。学部でも、リフレッシュコーナーなど
建物の随所に掲示板を設け、求人情報など
を提供しています。また、センターの進路・
就職システムに登録することにより、求人
情報のメール配信やWebを介した種々の
サービスを利用することができます。

就職アドバイザーの
配置

各学科に就職担当の教員を配置し、求人情
報の提供や就職活動に対するアドバイスな
どをいつでも受けられるよう、きめ細やか
な指導を行っています。また、キャリアセ
ンターでも、キャリアアドバイザーによる
個別の就職相談を受け付けています。

総合理工学部
【就職先】マイナビ,湧永製薬,ソフトバンク,NEXCOエンジニアリング中国,国際
航業,日立ビルシステム,両備システムズ,ホシザキ,井原精機,メイテック,山本金属
製作所,中電工,日本地研,積水ハウス,JFEプラントエンジ,ローム,応用地質,アルプ
ス技研,モルテン,一条工務店,大和ハウス工業,JR東日本,JR西日本,兵庫県公立学
校,岡山県公立学校,広島県公立学校,中部地方整備局,広島労働局,広島入国管理局,
皇宮警察本部,防衛省,大阪府庁,長崎市役所,庄原市役所,福山市役所,西条市役所,
飛騨市役所
【地元企業等】島根電工,TSK情報システム,キグチテクニクス,テクノプロジェク
ト,オーエム製作所,ワコムアイティ,守谷刃物研究所,大畑建設,日立金属,島根県公
立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所
【進学先】島根大学大学院,北海道大学大学院,北陸先端科学技術大学院大学大学
院,明治大学大学院,名古屋大学大学院,京都大学大学院,京都府立大学大学院,奈良
先端科学技術大学院大学大学院,九州大学大学院, 久留米大学大学院,熊本大学大
学院

生物資源科学部
【就職先】ニトリ,ファーストリテイリング,タカキベーカリー ,オイシス,山田養
蜂場,再春館製薬所,セブン－イレブン・ジャパン,日本食研,マルコメ,イオンリテ
ール,大山乳業,クリナップ,ユニ・チャーム,山崎製パン,シーピー化成,丸正製粉,
ニチコン,ミドリ安全,井村屋シーズニング,岡山県土地改良事業団体連合会,ザグ
ザグ,大山どり,九動,天満屋ストア,富士通マーケティング,ミロク情報サービス,愛
媛銀行,三菱電機ビルテクノサービス,山陰酸素工業,山九,徳島大学生活協同組合,
日本郵便,JR西日本,兵庫県公立学校,農林水産省,林野庁,北海道開発局,大阪税関,
海上自衛隊,警視庁,長野県庁,岐阜県庁,群馬県庁,京都府庁,三重県庁,兵庫県庁,広
島県庁,山口県庁,香川県庁,高知県庁,大分県庁,熊本県庁,静岡市消防局,名古屋市
役所,宇陀市役所,宝塚市役所
【地元企業等】三菱マヒンドラ農機,マルハマ食品,アルファー食品,プロビズモ,山
陰合同銀行,島根県公立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所,江津市役所
【進学先】島根大学大学院,奈良先端科学技術大学院大学大学院,岡山大学大学院,
熊本大学大学院

選考試験に合格した学生は、本学に在学し
た状態で海外の交流協定大学に交換留学生
として派遣されます。留学を希望する学生は、
まず島根大学において選考試験を受けなけ
ればなりません。

取得可能資格・受験資格取得資格 （同一学科内でも教育コースにより異なる場合があります）

留 学

総合理工学部
就職
進学
その他

製造業
建築業
情報通信業
公務
その他

公務
製造業
卸売業・小売業
学術研究、
専門・技術サービス業
農業、林業
その他

就職
進学
その他

57%39%

4%

76%
20%

4%

12%10%

29%36%

14%

22%26%

21%
16%8%

7%

改組
の
特徴

自然科学研究科
博士前期課程

理工学専攻
数理科学コース

知能情報デザイン学コース

物理・マテリアル工学コース

機械・電気電子工学コース

環境システム科学専攻
地球科学コース

環境共生科学コース

物質化学コース

建築デザイン学コース

農生命科学専攻
生命科学コース

農林生産学コース

〈新〉総合理工学部

〈新〉生物資源科学部

数理科学科

知能情報デザイン学科

物理・マテリアル工学科

機械・電気電子工学科

地球科学科

環境共生科学科

物質化学科

建築デザイン学科

生命科学科

農林生産学科

大学院博士前期課程の各教育コースは学部の学科と１対１に対応させ、
学部から博士前期課程までの一貫教育を可能とします。

派遣期間
６ヶ月以上１年以内（留学期間が１年を
超えることはありません）。

奨学金
◆独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
の海外留学支援制度
日本の大学及び大学院が、諸外国の大学と
の交流に関する協定に基づいて、１年以内
の期間、在籍のまま学生を派遣する場合、
その留学生を奨学金支給により支援する制
度です。

授業料
島根大学に通常通り授業料を納付します。
派遣先における授業料等は相互不徴収協
定に基づき徴収されません。

留学への
流れ

出
願

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

学内選考試験合格者を
協定校へ推薦

受け入れ大学から承諾書が届く

留学ビザ、
航空券取得

留 学

学部

学科

定員 73名 73名 50名 50名 50名 64名 40名 70名 60名 70名

格
資
能
可
得
取

中学校教諭一種免許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高等学校教諭一種免
許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学芸員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

毒物劇物取扱責任者 ○

測量士補 ○ ○

第一級陸上特殊無線技士 ○
第二級及び第三級海上
特殊無線技士 ○

食品衛生管理者・
食品衛生監視員 ○

自然再生士補 ○

森林情報士 ○

○

樹木医補

得
取
格
資
験
受

技術士補

食の6次産業化
プロデューサー

○ ○ ○ ○

○

○

危険物取扱者（甲種） ○

インテリアプランナー ○

一級建築士 ○

二級建築士及び
木造建築士 ○

１級建築施工管理技士 ○

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

46 38 43
70 60 70

10 7 13

12 13 12

－ － －

－ － －

（6）地域貢献型

物理・マテリアル
工学科

小論文 + 面接



物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報
デザイン学科

機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科 生命科学科 農林生産

学科
環境共生科
学科

総合理工学部 生物資源科学部
学科

学部 総合理工学部 生物資源科学部

学部 総合理工学部 生物資源科学部

物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

入学定員 400
前期日程 40 52 28 30 25 33 25
後期日程 19 12 10 10 10 12 8
AO入試Ⅰ － － 5 － － － －
AO入試Ⅱ ※（6）理工特別コース － ※（6）理工特別コース

推薦入試Ⅰ
（地域貢献型入試を含む） 6 4 7 9 8 11 6

推薦入試Ⅱ 7 4 － － 6 7 －

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

５教科７科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

１教科１科目

４教科６科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

面接 面接 面接

－ － －

－ － －

学科 物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

前期日程

大学入試
センター
試験

５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目
または８科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目

個別学力
試験

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

２教科２科目 ２教科２科目 １教科１科目
２教科２科目
または

１教科１科目

２教科２科目
または

１教科１科目
２教科２科目 １教科１科目 １教科１科目 １教科１科目

後期日程
５教科７科目 ５教科７科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科７科目 ５教科７科目

面接 面接 面接 １教科１科目１教科１科目 面接 －

AO入試Ⅰ － －

【第1次選考】
出願書類による選考
（募集人員の
おおむね3倍超時）
【第2次選考】
模擬授業・
授業レポート

+
プレゼンテーション・面接

－ － － －

AO入試Ⅱ

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

－ － － －

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

【第１次選考】
出願書類による選考（定員の２倍超時）

【第２次選考】
小論文
+

プレゼンテーション

推薦入試Ⅰ

推薦入試Ⅱ
２教科３科目 ２教科２科目 － － １教科２科目 ３教科５科目 －

面接 面接 － － 面接 面接 －

学
内
選
考
試
験

生物資源科学部

島根大学の自然科学系大学院が一つになります
自然科学研究科 ～自然を究め、持続可能な明日を創る

海外留学を希望する人は国際交流センターのHPを一度訪れてみてください。▲ ▲

http://kokusai.shimane-u.ac.jp/student/want/
交流協定を結んでいる大学への留学は下のように進みます

交流協定大学への留学

地域からの要請・ミッション再定義と自然科学研究科の各専攻・コースとの関係

下図は、「地元企業へのアンケート結果等から明らかになった、地元企業が島根大学に強化してほしいと考えている分野」、
「島根県総合戦略等に謳われている、地元自治体が強化しようとしている分野」、及び「ミッション再定義で島根大学の強
みとされた分野」と自然科学研究科の各専攻・コースの対応関係を示したものです。この図からわかるように、新研究科
は地元からの要請と島根大学の強みを強く意識した教育体制を敷いています。
この度の学部改組と合わせて、一貫した教育・教育体制を敷く事により、しっかりとした基礎の上に社会に求められる人
材を育成します。

ソフト系IT分野

情報・通信工学分野

材料工学分野

機械工学、電気電子工学分野

環境資源工学分野

建築分野

生命工学・食品化学分野

◆ 地域からの要請に合わせた学科編成
◆ 学部・研究科共通科目による広い視野の涵養
◆ COC人材育成プログラムによる地域貢献
◆ 学部・博士前期一貫プログラムによる早期修了

地元企業が強化してほしいと
考えている分野

解析学を中心とした数理科学分野

たたらの伝統を生かした鉄鋼・金属材料分野

先端的地球科学分野

環境化学分野

沿海・汽水域の生物資源の利活用

高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究

ミッション再定義で
強みとされた分野

ソフト系IT分野

特殊鋼関連産業

電気電子産業

防災

ヘルスケア産業

機能性食品産業

農畜産業

林業・木材産業

６次産業・地産地消

地元自治体が強化しようと
している分野

募集人員 就職支援

入試方法

注1）AO入試及び推薦入試のⅠ型は大学入試センター試験は課さない入試、Ⅱ型は大学入試センター試験を課す入試です。
注2）総合理工学部の理工特別コースの募集人員は学部全体（地球科学科を除く）で6名です。
注3）生物資源科学部のAO入試Ⅰ（地域貢献型入試）の募集人員は学部全体で6名です。

注1）大学入試センター試験及び個別学力試験で必要となる教科・科目名については、島根大学ホームページに掲載している「平成30年度入試における学力試験実施教科・科目等」
　　 （TOP>入試情報>お知らせ）で確認してください。
注2）詳細については、必ず７月以降に公表予定の「入試要項」と「学生募集要項」で確認してください。

進路

主な就職・進学先（平成29年3月卒業生）順不同,就職先・進学先には大学院修了者を含まない。

職種に応じた
就職セミナーや面接指導、
資格取得プログラムの実施
キャリアセンターが企画するキャリア就職
ガイダンスや面接などの実践指導に加え、
在学生の保護者で組織される後援会の支援
を受けて、官公庁や企業、就職コンサルタ
ントから講師を招いた学部、学科独自の就
職セミナーを実施しています。このセミナ
ーの講師には本学部の卒業生も多く、個々
の学生の希望や適性に応じた親身な指導を
行っています。また、教員免許や学芸員、
技術士補など、各種の資格を得るための教
育プログラムも充実しています。

就職情報・資料の
提供

キャリアセンターでは、学生がキャリアに
ついて考え、情報収集し、満足いくキャリ
ア選択ができるよう、就職情報やインター
ンシップ情報等を提供し、キャリア・就職
ガイダンスのWeb動画配信を行っていま
す。学部でも、リフレッシュコーナーなど
建物の随所に掲示板を設け、求人情報など
を提供しています。また、センターの進路・
就職システムに登録することにより、求人
情報のメール配信やWebを介した種々の
サービスを利用することができます。

就職アドバイザーの
配置

各学科に就職担当の教員を配置し、求人情
報の提供や就職活動に対するアドバイスな
どをいつでも受けられるよう、きめ細やか
な指導を行っています。また、キャリアセ
ンターでも、キャリアアドバイザーによる
個別の就職相談を受け付けています。

総合理工学部
【就職先】マイナビ,湧永製薬,ソフトバンク,NEXCOエンジニアリング中国,国際
航業,日立ビルシステム,両備システムズ,ホシザキ,井原精機,メイテック,山本金属
製作所,中電工,日本地研,積水ハウス,JFEプラントエンジ,ローム,応用地質,アルプ
ス技研,モルテン,一条工務店,大和ハウス工業,JR東日本,JR西日本,兵庫県公立学
校,岡山県公立学校,広島県公立学校,中部地方整備局,広島労働局,広島入国管理局,
皇宮警察本部,防衛省,大阪府庁,長崎市役所,庄原市役所,福山市役所,西条市役所,
飛騨市役所
【地元企業等】島根電工,TSK情報システム,キグチテクニクス,テクノプロジェク
ト,オーエム製作所,ワコムアイティ,守谷刃物研究所,大畑建設,日立金属,島根県公
立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所
【進学先】島根大学大学院,北海道大学大学院,北陸先端科学技術大学院大学大学
院,明治大学大学院,名古屋大学大学院,京都大学大学院,京都府立大学大学院,奈良
先端科学技術大学院大学大学院,九州大学大学院, 久留米大学大学院,熊本大学大
学院

生物資源科学部
【就職先】ニトリ,ファーストリテイリング,タカキベーカリー ,オイシス,山田養
蜂場,再春館製薬所,セブン－イレブン・ジャパン,日本食研,マルコメ,イオンリテ
ール,大山乳業,クリナップ,ユニ・チャーム,山崎製パン,シーピー化成,丸正製粉,
ニチコン,ミドリ安全,井村屋シーズニング,岡山県土地改良事業団体連合会,ザグ
ザグ,大山どり,九動,天満屋ストア,富士通マーケティング,ミロク情報サービス,愛
媛銀行,三菱電機ビルテクノサービス,山陰酸素工業,山九,徳島大学生活協同組合,
日本郵便,JR西日本,兵庫県公立学校,農林水産省,林野庁,北海道開発局,大阪税関,
海上自衛隊,警視庁,長野県庁,岐阜県庁,群馬県庁,京都府庁,三重県庁,兵庫県庁,広
島県庁,山口県庁,香川県庁,高知県庁,大分県庁,熊本県庁,静岡市消防局,名古屋市
役所,宇陀市役所,宝塚市役所
【地元企業等】三菱マヒンドラ農機,マルハマ食品,アルファー食品,プロビズモ,山
陰合同銀行,島根県公立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所,江津市役所
【進学先】島根大学大学院,奈良先端科学技術大学院大学大学院,岡山大学大学院,
熊本大学大学院

選考試験に合格した学生は、本学に在学し
た状態で海外の交流協定大学に交換留学生
として派遣されます。留学を希望する学生は、
まず島根大学において選考試験を受けなけ
ればなりません。

取得可能資格・受験資格取得資格 （同一学科内でも教育コースにより異なる場合があります）

留 学

総合理工学部
就職
進学
その他

製造業
建築業
情報通信業
公務
その他

公務
製造業
卸売業・小売業
学術研究、
専門・技術サービス業
農業、林業
その他

就職
進学
その他

57%39%

4%

76%
20%

4%

12%10%

29%36%

14%

22%26%

21%
16%8%

7%

改組
の
特徴

自然科学研究科
博士前期課程

理工学専攻
数理科学コース

知能情報デザイン学コース

物理・マテリアル工学コース

機械・電気電子工学コース

環境システム科学専攻
地球科学コース

環境共生科学コース

物質化学コース

建築デザイン学コース

農生命科学専攻
生命科学コース

農林生産学コース

〈新〉総合理工学部

〈新〉生物資源科学部

数理科学科

知能情報デザイン学科

物理・マテリアル工学科

機械・電気電子工学科

地球科学科

環境共生科学科

物質化学科

建築デザイン学科

生命科学科

農林生産学科

大学院博士前期課程の各教育コースは学部の学科と１対１に対応させ、
学部から博士前期課程までの一貫教育を可能とします。

派遣期間
６ヶ月以上１年以内（留学期間が１年を
超えることはありません）。

奨学金
◆独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
の海外留学支援制度
日本の大学及び大学院が、諸外国の大学と
の交流に関する協定に基づいて、１年以内
の期間、在籍のまま学生を派遣する場合、
その留学生を奨学金支給により支援する制
度です。

授業料
島根大学に通常通り授業料を納付します。
派遣先における授業料等は相互不徴収協
定に基づき徴収されません。

留学への
流れ

出
願

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

学内選考試験合格者を
協定校へ推薦

受け入れ大学から承諾書が届く

留学ビザ、
航空券取得

留 学

学部

学科

定員 73名 73名 50名 50名 50名 64名 40名 70名 60名 70名

格
資
能
可
得
取

中学校教諭一種免許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高等学校教諭一種免
許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学芸員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

毒物劇物取扱責任者 ○

測量士補 ○ ○

第一級陸上特殊無線技士 ○
第二級及び第三級海上
特殊無線技士 ○

食品衛生管理者・
食品衛生監視員 ○

自然再生士補 ○

森林情報士 ○

○

樹木医補

得
取
格
資
験
受

技術士補

食の6次産業化
プロデューサー

○ ○ ○ ○

○

○

危険物取扱者（甲種） ○

インテリアプランナー ○

一級建築士 ○

二級建築士及び
木造建築士 ○

１級建築施工管理技士 ○

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

46 38 43
70 60 70

10 7 13

12 13 12

－ － －

－ － －

（6）地域貢献型

物理・マテリアル
工学科

小論文 + 面接



物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報
デザイン学科

機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科 生命科学科 農林生産

学科
環境共生科
学科

総合理工学部 生物資源科学部
学科

学部 総合理工学部 生物資源科学部

学部 総合理工学部 生物資源科学部

物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

入学定員 400
前期日程 40 52 28 30 25 33 25
後期日程 19 12 10 10 10 12 8
AO入試Ⅰ － － 5 － － － －
AO入試Ⅱ ※（6）理工特別コース － ※（6）理工特別コース

推薦入試Ⅰ
（地域貢献型入試を含む） 6 4 7 9 8 11 6

推薦入試Ⅱ 7 4 － － 6 7 －

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

５教科７科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

１教科１科目

４教科６科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

面接 面接 面接

－ － －

－ － －

学科 物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

前期日程

大学入試
センター
試験

５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目
または８科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目

個別学力
試験

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

２教科２科目 ２教科２科目 １教科１科目
２教科２科目
または

１教科１科目

２教科２科目
または

１教科１科目
２教科２科目 １教科１科目 １教科１科目 １教科１科目

後期日程
５教科７科目 ５教科７科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科７科目 ５教科７科目

面接 面接 面接 １教科１科目１教科１科目 面接 －

AO入試Ⅰ － －

【第1次選考】
出願書類による選考
（募集人員の
おおむね3倍超時）
【第2次選考】
模擬授業・
授業レポート

+
プレゼンテーション・面接

－ － － －

AO入試Ⅱ

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

－ － － －

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

【第１次選考】
出願書類による選考（定員の２倍超時）

【第２次選考】
小論文
+

プレゼンテーション

推薦入試Ⅰ

推薦入試Ⅱ
２教科３科目 ２教科２科目 － － １教科２科目 ３教科５科目 －

面接 面接 － － 面接 面接 －

学
内
選
考
試
験

生物資源科学部

島根大学の自然科学系大学院が一つになります
自然科学研究科 ～自然を究め、持続可能な明日を創る

海外留学を希望する人は国際交流センターのHPを一度訪れてみてください。▲ ▲
http://kokusai.shimane-u.ac.jp/student/want/

交流協定を結んでいる大学への留学は下のように進みます

交流協定大学への留学

地域からの要請・ミッション再定義と自然科学研究科の各専攻・コースとの関係

下図は、「地元企業へのアンケート結果等から明らかになった、地元企業が島根大学に強化してほしいと考えている分野」、
「島根県総合戦略等に謳われている、地元自治体が強化しようとしている分野」、及び「ミッション再定義で島根大学の強
みとされた分野」と自然科学研究科の各専攻・コースの対応関係を示したものです。この図からわかるように、新研究科
は地元からの要請と島根大学の強みを強く意識した教育体制を敷いています。
この度の学部改組と合わせて、一貫した教育・教育体制を敷く事により、しっかりとした基礎の上に社会に求められる人
材を育成します。

ソフト系IT分野

情報・通信工学分野

材料工学分野

機械工学、電気電子工学分野

環境資源工学分野

建築分野

生命工学・食品化学分野

◆ 地域からの要請に合わせた学科編成
◆ 学部・研究科共通科目による広い視野の涵養
◆ COC人材育成プログラムによる地域貢献
◆ 学部・博士前期一貫プログラムによる早期修了

地元企業が強化してほしいと
考えている分野

解析学を中心とした数理科学分野

たたらの伝統を生かした鉄鋼・金属材料分野

先端的地球科学分野

環境化学分野

沿海・汽水域の生物資源の利活用

高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究

ミッション再定義で
強みとされた分野

ソフト系IT分野

特殊鋼関連産業

電気電子産業

防災

ヘルスケア産業

機能性食品産業

農畜産業

林業・木材産業

６次産業・地産地消

地元自治体が強化しようと
している分野

募集人員 就職支援

入試方法

注1）AO入試及び推薦入試のⅠ型は大学入試センター試験は課さない入試、Ⅱ型は大学入試センター試験を課す入試です。
注2）総合理工学部の理工特別コースの募集人員は学部全体（地球科学科を除く）で6名です。
注3）生物資源科学部のAO入試Ⅰ（地域貢献型入試）の募集人員は学部全体で6名です。

注1）大学入試センター試験及び個別学力試験で必要となる教科・科目名については、島根大学ホームページに掲載している「平成30年度入試における学力試験実施教科・科目等」
　　 （TOP>入試情報>お知らせ）で確認してください。
注2）詳細については、必ず７月以降に公表予定の「入試要項」と「学生募集要項」で確認してください。

進路

主な就職・進学先（平成29年3月卒業生）順不同,就職先・進学先には大学院修了者を含まない。

職種に応じた
就職セミナーや面接指導、
資格取得プログラムの実施
キャリアセンターが企画するキャリア就職
ガイダンスや面接などの実践指導に加え、
在学生の保護者で組織される後援会の支援
を受けて、官公庁や企業、就職コンサルタ
ントから講師を招いた学部、学科独自の就
職セミナーを実施しています。このセミナ
ーの講師には本学部の卒業生も多く、個々
の学生の希望や適性に応じた親身な指導を
行っています。また、教員免許や学芸員、
技術士補など、各種の資格を得るための教
育プログラムも充実しています。

就職情報・資料の
提供

キャリアセンターでは、学生がキャリアに
ついて考え、情報収集し、満足いくキャリ
ア選択ができるよう、就職情報やインター
ンシップ情報等を提供し、キャリア・就職
ガイダンスのWeb動画配信を行っていま
す。学部でも、リフレッシュコーナーなど
建物の随所に掲示板を設け、求人情報など
を提供しています。また、センターの進路・
就職システムに登録することにより、求人
情報のメール配信やWebを介した種々の
サービスを利用することができます。

就職アドバイザーの
配置

各学科に就職担当の教員を配置し、求人情
報の提供や就職活動に対するアドバイスな
どをいつでも受けられるよう、きめ細やか
な指導を行っています。また、キャリアセ
ンターでも、キャリアアドバイザーによる
個別の就職相談を受け付けています。

総合理工学部
【就職先】マイナビ,湧永製薬,ソフトバンク,NEXCOエンジニアリング中国,国際
航業,日立ビルシステム,両備システムズ,ホシザキ,井原精機,メイテック,山本金属
製作所,中電工,日本地研,積水ハウス,JFEプラントエンジ,ローム,応用地質,アルプ
ス技研,モルテン,一条工務店,大和ハウス工業,JR東日本,JR西日本,兵庫県公立学
校,岡山県公立学校,広島県公立学校,中部地方整備局,広島労働局,広島入国管理局,
皇宮警察本部,防衛省,大阪府庁,長崎市役所,庄原市役所,福山市役所,西条市役所,
飛騨市役所
【地元企業等】島根電工,TSK情報システム,キグチテクニクス,テクノプロジェク
ト,オーエム製作所,ワコムアイティ,守谷刃物研究所,大畑建設,日立金属,島根県公
立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所
【進学先】島根大学大学院,北海道大学大学院,北陸先端科学技術大学院大学大学
院,明治大学大学院,名古屋大学大学院,京都大学大学院,京都府立大学大学院,奈良
先端科学技術大学院大学大学院,九州大学大学院, 久留米大学大学院,熊本大学大
学院

生物資源科学部
【就職先】ニトリ,ファーストリテイリング,タカキベーカリー ,オイシス,山田養
蜂場,再春館製薬所,セブン－イレブン・ジャパン,日本食研,マルコメ,イオンリテ
ール,大山乳業,クリナップ,ユニ・チャーム,山崎製パン,シーピー化成,丸正製粉,
ニチコン,ミドリ安全,井村屋シーズニング,岡山県土地改良事業団体連合会,ザグ
ザグ,大山どり,九動,天満屋ストア,富士通マーケティング,ミロク情報サービス,愛
媛銀行,三菱電機ビルテクノサービス,山陰酸素工業,山九,徳島大学生活協同組合,
日本郵便,JR西日本,兵庫県公立学校,農林水産省,林野庁,北海道開発局,大阪税関,
海上自衛隊,警視庁,長野県庁,岐阜県庁,群馬県庁,京都府庁,三重県庁,兵庫県庁,広
島県庁,山口県庁,香川県庁,高知県庁,大分県庁,熊本県庁,静岡市消防局,名古屋市
役所,宇陀市役所,宝塚市役所
【地元企業等】三菱マヒンドラ農機,マルハマ食品,アルファー食品,プロビズモ,山
陰合同銀行,島根県公立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所,江津市役所
【進学先】島根大学大学院,奈良先端科学技術大学院大学大学院,岡山大学大学院,
熊本大学大学院

選考試験に合格した学生は、本学に在学し
た状態で海外の交流協定大学に交換留学生
として派遣されます。留学を希望する学生は、
まず島根大学において選考試験を受けなけ
ればなりません。

取得可能資格・受験資格取得資格 （同一学科内でも教育コースにより異なる場合があります）

留 学

総合理工学部
就職
進学
その他

製造業
建築業
情報通信業
公務
その他

公務
製造業
卸売業・小売業
学術研究、
専門・技術サービス業
農業、林業
その他

就職
進学
その他

57%39%

4%

76%
20%

4%

12%10%

29%36%

14%

22%26%

21%
16%8%

7%

改組
の
特徴

自然科学研究科
博士前期課程

理工学専攻
数理科学コース

知能情報デザイン学コース

物理・マテリアル工学コース

機械・電気電子工学コース

環境システム科学専攻
地球科学コース

環境共生科学コース

物質化学コース

建築デザイン学コース

農生命科学専攻
生命科学コース

農林生産学コース

〈新〉総合理工学部

〈新〉生物資源科学部

数理科学科

知能情報デザイン学科

物理・マテリアル工学科

機械・電気電子工学科

地球科学科

環境共生科学科

物質化学科

建築デザイン学科

生命科学科

農林生産学科

大学院博士前期課程の各教育コースは学部の学科と１対１に対応させ、
学部から博士前期課程までの一貫教育を可能とします。

派遣期間
６ヶ月以上１年以内（留学期間が１年を
超えることはありません）。

奨学金
◆独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
の海外留学支援制度
日本の大学及び大学院が、諸外国の大学と
の交流に関する協定に基づいて、１年以内
の期間、在籍のまま学生を派遣する場合、
その留学生を奨学金支給により支援する制
度です。

授業料
島根大学に通常通り授業料を納付します。
派遣先における授業料等は相互不徴収協
定に基づき徴収されません。

留学への
流れ

出
願

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

学内選考試験合格者を
協定校へ推薦

受け入れ大学から承諾書が届く

留学ビザ、
航空券取得

留 学

学部

学科

定員 73名 73名 50名 50名 50名 64名 40名 70名 60名 70名

格
資
能
可
得
取

中学校教諭一種免許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高等学校教諭一種免
許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学芸員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

毒物劇物取扱責任者 ○

測量士補 ○ ○

第一級陸上特殊無線技士 ○
第二級及び第三級海上
特殊無線技士 ○

食品衛生管理者・
食品衛生監視員 ○

自然再生士補 ○

森林情報士 ○

○

樹木医補

得
取
格
資
験
受

技術士補

食の6次産業化
プロデューサー

○ ○ ○ ○

○

○

危険物取扱者（甲種） ○

インテリアプランナー ○

一級建築士 ○

二級建築士及び
木造建築士 ○

１級建築施工管理技士 ○

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

46 38 43
70 60 70

10 7 13

12 13 12

－ － －

－ － －

（6）地域貢献型

物理・マテリアル
工学科

小論文 + 面接



物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報
デザイン学科

機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科 生命科学科 農林生産

学科
環境共生科
学科

総合理工学部 生物資源科学部
学科

学部 総合理工学部 生物資源科学部

学部 総合理工学部 生物資源科学部

物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

入学定員 400
前期日程 40 52 28 30 25 33 25
後期日程 19 12 10 10 10 12 8
AO入試Ⅰ － － 5 － － － －
AO入試Ⅱ ※（6）理工特別コース － ※（6）理工特別コース

推薦入試Ⅰ
（地域貢献型入試を含む） 6 4 7 9 8 11 6

推薦入試Ⅱ 7 4 － － 6 7 －

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

５教科７科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

１教科１科目

４教科６科目 ５教科６科目
または７科目

５教科７科目
または８科目

面接 面接 面接

－ － －

－ － －

学科 物理・マテリアル
工学科 物質化学科 地球科学科 数理科学科 知能情報

デザイン学科
機械・電気
電子工学科

建築デザイン
学科

前期日程

大学入試
センター
試験

５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目
または８科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目 ５教科７科目

個別学力
試験

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

大学入試
センター
試験

個別学力
試験等

２教科２科目 ２教科２科目 １教科１科目
２教科２科目
または

１教科１科目

２教科２科目
または

１教科１科目
２教科２科目 １教科１科目 １教科１科目 １教科１科目

後期日程
５教科７科目 ５教科７科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科６科目 ５教科７科目 ５教科７科目

面接 面接 面接 １教科１科目１教科１科目 面接 －

AO入試Ⅰ － －

【第1次選考】
出願書類による選考
（募集人員の
おおむね3倍超時）
【第2次選考】
模擬授業・
授業レポート

+
プレゼンテーション・面接

－ － － －

AO入試Ⅱ

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

－ － － －

小論文
+

専門面接
+

プレゼンテーション・一般面接
+

大学入試センター試験利用３教科５科目

【第１次選考】
出願書類による選考（定員の２倍超時）

【第２次選考】
小論文
+

プレゼンテーション

推薦入試Ⅰ

推薦入試Ⅱ
２教科３科目 ２教科２科目 － － １教科２科目 ３教科５科目 －

面接 面接 － － 面接 面接 －

学
内
選
考
試
験

生物資源科学部

島根大学の自然科学系大学院が一つになります
自然科学研究科 ～自然を究め、持続可能な明日を創る

海外留学を希望する人は国際交流センターのHPを一度訪れてみてください。▲ ▲

http://kokusai.shimane-u.ac.jp/student/want/
交流協定を結んでいる大学への留学は下のように進みます

交流協定大学への留学

地域からの要請・ミッション再定義と自然科学研究科の各専攻・コースとの関係

下図は、「地元企業へのアンケート結果等から明らかになった、地元企業が島根大学に強化してほしいと考えている分野」、
「島根県総合戦略等に謳われている、地元自治体が強化しようとしている分野」、及び「ミッション再定義で島根大学の強
みとされた分野」と自然科学研究科の各専攻・コースの対応関係を示したものです。この図からわかるように、新研究科
は地元からの要請と島根大学の強みを強く意識した教育体制を敷いています。
この度の学部改組と合わせて、一貫した教育・教育体制を敷く事により、しっかりとした基礎の上に社会に求められる人
材を育成します。
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材料工学分野

機械工学、電気電子工学分野
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生命工学・食品化学分野

◆ 地域からの要請に合わせた学科編成
◆ 学部・研究科共通科目による広い視野の涵養
◆ COC人材育成プログラムによる地域貢献
◆ 学部・博士前期一貫プログラムによる早期修了
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解析学を中心とした数理科学分野

たたらの伝統を生かした鉄鋼・金属材料分野
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環境化学分野

沿海・汽水域の生物資源の利活用

高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究
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ヘルスケア産業

機能性食品産業

農畜産業

林業・木材産業

６次産業・地産地消

地元自治体が強化しようと
している分野

募集人員 就職支援

入試方法

注1）AO入試及び推薦入試のⅠ型は大学入試センター試験は課さない入試、Ⅱ型は大学入試センター試験を課す入試です。
注2）総合理工学部の理工特別コースの募集人員は学部全体（地球科学科を除く）で6名です。
注3）生物資源科学部のAO入試Ⅰ（地域貢献型入試）の募集人員は学部全体で6名です。

注1）大学入試センター試験及び個別学力試験で必要となる教科・科目名については、島根大学ホームページに掲載している「平成30年度入試における学力試験実施教科・科目等」
　　 （TOP>入試情報>お知らせ）で確認してください。
注2）詳細については、必ず７月以降に公表予定の「入試要項」と「学生募集要項」で確認してください。

進路

主な就職・進学先（平成29年3月卒業生）順不同,就職先・進学先には大学院修了者を含まない。

職種に応じた
就職セミナーや面接指導、
資格取得プログラムの実施
キャリアセンターが企画するキャリア就職
ガイダンスや面接などの実践指導に加え、
在学生の保護者で組織される後援会の支援
を受けて、官公庁や企業、就職コンサルタ
ントから講師を招いた学部、学科独自の就
職セミナーを実施しています。このセミナ
ーの講師には本学部の卒業生も多く、個々
の学生の希望や適性に応じた親身な指導を
行っています。また、教員免許や学芸員、
技術士補など、各種の資格を得るための教
育プログラムも充実しています。

就職情報・資料の
提供

キャリアセンターでは、学生がキャリアに
ついて考え、情報収集し、満足いくキャリ
ア選択ができるよう、就職情報やインター
ンシップ情報等を提供し、キャリア・就職
ガイダンスのWeb動画配信を行っていま
す。学部でも、リフレッシュコーナーなど
建物の随所に掲示板を設け、求人情報など
を提供しています。また、センターの進路・
就職システムに登録することにより、求人
情報のメール配信やWebを介した種々の
サービスを利用することができます。

就職アドバイザーの
配置

各学科に就職担当の教員を配置し、求人情
報の提供や就職活動に対するアドバイスな
どをいつでも受けられるよう、きめ細やか
な指導を行っています。また、キャリアセ
ンターでも、キャリアアドバイザーによる
個別の就職相談を受け付けています。

総合理工学部
【就職先】マイナビ,湧永製薬,ソフトバンク,NEXCOエンジニアリング中国,国際
航業,日立ビルシステム,両備システムズ,ホシザキ,井原精機,メイテック,山本金属
製作所,中電工,日本地研,積水ハウス,JFEプラントエンジ,ローム,応用地質,アルプ
ス技研,モルテン,一条工務店,大和ハウス工業,JR東日本,JR西日本,兵庫県公立学
校,岡山県公立学校,広島県公立学校,中部地方整備局,広島労働局,広島入国管理局,
皇宮警察本部,防衛省,大阪府庁,長崎市役所,庄原市役所,福山市役所,西条市役所,
飛騨市役所
【地元企業等】島根電工,TSK情報システム,キグチテクニクス,テクノプロジェク
ト,オーエム製作所,ワコムアイティ,守谷刃物研究所,大畑建設,日立金属,島根県公
立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所
【進学先】島根大学大学院,北海道大学大学院,北陸先端科学技術大学院大学大学
院,明治大学大学院,名古屋大学大学院,京都大学大学院,京都府立大学大学院,奈良
先端科学技術大学院大学大学院,九州大学大学院, 久留米大学大学院,熊本大学大
学院

生物資源科学部
【就職先】ニトリ,ファーストリテイリング,タカキベーカリー ,オイシス,山田養
蜂場,再春館製薬所,セブン－イレブン・ジャパン,日本食研,マルコメ,イオンリテ
ール,大山乳業,クリナップ,ユニ・チャーム,山崎製パン,シーピー化成,丸正製粉,
ニチコン,ミドリ安全,井村屋シーズニング,岡山県土地改良事業団体連合会,ザグ
ザグ,大山どり,九動,天満屋ストア,富士通マーケティング,ミロク情報サービス,愛
媛銀行,三菱電機ビルテクノサービス,山陰酸素工業,山九,徳島大学生活協同組合,
日本郵便,JR西日本,兵庫県公立学校,農林水産省,林野庁,北海道開発局,大阪税関,
海上自衛隊,警視庁,長野県庁,岐阜県庁,群馬県庁,京都府庁,三重県庁,兵庫県庁,広
島県庁,山口県庁,香川県庁,高知県庁,大分県庁,熊本県庁,静岡市消防局,名古屋市
役所,宇陀市役所,宝塚市役所
【地元企業等】三菱マヒンドラ農機,マルハマ食品,アルファー食品,プロビズモ,山
陰合同銀行,島根県公立学校,島根県庁,松江市役所,安来市役所,江津市役所
【進学先】島根大学大学院,奈良先端科学技術大学院大学大学院,岡山大学大学院,
熊本大学大学院

選考試験に合格した学生は、本学に在学し
た状態で海外の交流協定大学に交換留学生
として派遣されます。留学を希望する学生は、
まず島根大学において選考試験を受けなけ
ればなりません。

取得可能資格・受験資格取得資格 （同一学科内でも教育コースにより異なる場合があります）

留 学

総合理工学部
就職
進学
その他

製造業
建築業
情報通信業
公務
その他

公務
製造業
卸売業・小売業
学術研究、
専門・技術サービス業
農業、林業
その他

就職
進学
その他

57%39%

4%

76%
20%

4%

12%10%

29%36%

14%

22%26%

21%
16%8%

7%

改組
の
特徴

自然科学研究科
博士前期課程

理工学専攻
数理科学コース

知能情報デザイン学コース

物理・マテリアル工学コース

機械・電気電子工学コース

環境システム科学専攻
地球科学コース

環境共生科学コース

物質化学コース

建築デザイン学コース

農生命科学専攻
生命科学コース

農林生産学コース

〈新〉総合理工学部

〈新〉生物資源科学部

数理科学科

知能情報デザイン学科

物理・マテリアル工学科

機械・電気電子工学科

地球科学科

環境共生科学科

物質化学科

建築デザイン学科

生命科学科

農林生産学科

大学院博士前期課程の各教育コースは学部の学科と１対１に対応させ、
学部から博士前期課程までの一貫教育を可能とします。

派遣期間
６ヶ月以上１年以内（留学期間が１年を
超えることはありません）。

奨学金
◆独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）
の海外留学支援制度
日本の大学及び大学院が、諸外国の大学と
の交流に関する協定に基づいて、１年以内
の期間、在籍のまま学生を派遣する場合、
その留学生を奨学金支給により支援する制
度です。

授業料
島根大学に通常通り授業料を納付します。
派遣先における授業料等は相互不徴収協
定に基づき徴収されません。

留学への
流れ

出
願

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

学内選考試験合格者を
協定校へ推薦

受け入れ大学から承諾書が届く

留学ビザ、
航空券取得

留 学

学部

学科

定員 73名 73名 50名 50名 50名 64名 40名 70名 60名 70名

格
資
能
可
得
取

中学校教諭一種免許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高等学校教諭一種免
許状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学芸員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

毒物劇物取扱責任者 ○

測量士補 ○ ○

第一級陸上特殊無線技士 ○
第二級及び第三級海上
特殊無線技士 ○

食品衛生管理者・
食品衛生監視員 ○

自然再生士補 ○

森林情報士 ○

○

樹木医補

得
取
格
資
験
受

技術士補

食の6次産業化
プロデューサー

○ ○ ○ ○

○

○

危険物取扱者（甲種） ○

インテリアプランナー ○

一級建築士 ○

二級建築士及び
木造建築士 ○

１級建築施工管理技士 ○

生命科学科 農林生産
学科

環境共生科
学科

46 38 43
70 60 70

10 7 13

12 13 12

－ － －

－ － －

（6）地域貢献型

物理・マテリアル
工学科

小論文 + 面接



大学の強み 地域の強み 地域の要請

広い視野と創造力

基礎学力

平成30年度

総合理工学部
生物資源科学部
自然科学研究科博士前期課程

自然を究
きわ

め
持続可能な明日を創

つく

る

改組予定（設置申請中）
内容については予定であり、変更する場合があります。

学部・研究科改組

地域の要請に沿った
学科編成

やります!

地域のための
人材育成

やります!

新生！ 総合理工学部

科学・技術の新たな地平を拓く

総合理工学部
学部長
廣光 一郎

まだ見ぬ新たな科学・技術の開拓を共に目指しませんか？

総合理工学部は、自然界の真理を探求する理学と社会が必要とする応用技術を開
発する工学を総合・融合し、基礎科学から先端応用技術までバランスの取れた教
育と研究を進めています。この度、20年ぶりに学科編成を見直し、これまでの
５学科体制から7学科体制へと刷新します。これにより、自らの専攻分野を明確
にし、その分野の基礎をこれまで以上にしっかりと身につけることを可能にしま
した。急速に進む科学技術の革新やそれに伴う社会の変化に対応するためには、
専攻分野の確固とした基礎の上に広い視野と創造力を身につけることが不可欠で
す。本学部では、このような能力を有し、独自の発想とグローバルな視点を備え
た人材を育成します。１～２年次から研究を始める「理工特別コース」、大学院
博士前期課程までの一貫した教育を受けられる「学部‐博士前期一貫プログラム」
等、特色ある取組みも進めます。

共通科目による
広い視野の涵養

目指します!

学部・博士前期
一貫プログラムによる早期修了

できます!

物理・マテリアル工学科【73名】
物理学の基礎から応用までの知識を有し、様々な物理現象や機能の発現機構の解明、先進金属材料・エネルギ
ー関連材料の創成、先進材料を用いた電子デバイスの開発等を行う人材を育成します。

マテリアル工学コース
電子デバイス工学コース
基礎物理学コース

物質科学科
【130名】

地球資源環境学科
【50名】

数理・情報システム学科
【100名】

機械・電気電子工学科
【80名】

建築・生産設計工学科
【40名】

学部内共通教育コース
理工特別コース【20名程度】
COC人材育成コース【7名】

物質化学科【73名】
化学の基礎から応用までの知識を有し、宍道湖などの水系環境研究、環境の負荷低減に関する研究、再生可能
な資源やエネルギーの有効利用に関する研究や様々な機能材料の開発等、幅広く物質化学に携わる人材を育成
します。

環境化学コース
機能材料化学コース
基礎化学コース

地球科学科【50名】
フィールドを重視した地質学を基礎とし、地球科学の体系を理解する能力と地球史観を有し、資源開発・環境・
地域防災・建設などに携わる人材を育成します。

地球環境科学コース
自然災害科学コース

地球物質資源科学コース

数理科学科【50名】
数理科学の体系的知識と思考方法、数理科学を他分野に展開していく能力を身につけ、様々な社会的課題を解
決できる人材を育成します。

数理展開コース数理基幹コース

知能情報デザイン学科【50名】
情報学の基礎から応用までの知識を身につけ、データサイエンス、情報セキュリティ、IoTなどの情報技術の
活用により、社会的課題の解決や社会からの期待の実現に向けた企画・提案を行うことができる人材を育成し
ます。

データサイエンスコース情報システムデザインコース

機械・電気電子工学科【64名】
機械工学・電気電子工学に関する幅広い知識を有し、知能化・高機能化が求められる時代の高度な社会基盤の
構築、及びものづくりに貢献できる人材を育成します。

電気電子工学コース機械工学コース

建築デザイン学科【40名】
建築学における構造・環境・意匠の専門的知識を有し、建築やタウン・アーキテクトの分野で人や環境にやさ
しい社会の構築に貢献できる人材を育成します。

建築計画デザインコース建築構造・住環境コース

〈新〉総合理工学部【入学定員400名+3年次編入学定員12名】

学部学生のための学生支援制度

入学料免除について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、入学料の全額もし
くは半額が免除される制度です。
※申請は入学前１年以内に学資負担者死亡等の特別事情がある場合に
限ります。

入学料徴収猶予について
入学手続時に、本人の申請に基づき、選考のうえ、支払期限までに入
学料の支払いが困難であると認められた場合、入学料の徴収が猶予さ
れる制度です。

授業料免除について
①経済的理由による授業料免除　※各期ごとに申請が必要です。
本人の申請に基づき、選考のうえ、授業料の支払いが困難であると
認められた場合、授業料の全額または半額が免除される制度です。
②成績優秀者に対する授業料免除
成績優秀者に対し授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●対象学生は２年次以上（編入学者は４年次）の学部学生です。
●前年度の成績をもとに選考し、後期分の授業料を全額免除します。

③正課外活動優秀者に対する授業料免除
正課外活動優秀者に対し、授業料を免除する制度です。
【概 要】●申請する必要はありません。

●一定の学力基準を満たしていることが必要です。
●前年度までに獲得した通算ポイント（正課外活動に対して付与され
る通算ポイント）をもとに選考し、４年生の後期分の授業料を全額
免除します。

奨学金について
日本学生支援機構奨学金のほか、地方公共団体、民間団体による奨学
金もあります。
①日本学生支援機構奨学金
◎第一種奨学金（無利子貸与）
自宅通学　　30,000円・45,000円から選択
自宅外通学　30,000円・45,000円・51,000円から選択
◎第二種奨学金（有利子貸与）
年利3%を上限とする利息付です（在学中は無利子です）。
奨学金は下記の金額から選択します。
3万円・5万円・8万円・10万円・12万円

②その他の奨学金
地方公共団体又は民間団体による奨学制度があります。
地方公共団体の奨学金については、都道府県市区町村の教育委員会
で取扱っているものも多数ありますので、直接、出身地等の教育委
員会へ照会してください。

島根大学授業料等奨学融資制度（ローン）について
授業料等奨学融資制度（ローン）について
島根大学と提携する山陰合同銀行から、学生本人が授業料相当額及び入学料相当
額の融資を受けることができ、在学中は元金据え置きで、その間の利息は大学が
奨学援助金として支払う制度です。申請時期は、7月と12月を予定しています。
（融資を受ける際には、本学および銀行の審査があります。）

学部内共通教育コース・特別教育プログラム
理工特別コース【20名程度】

留学生特別コース（Bilingual Education Course)【若干名】
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【7名】

〈現〉総合理工学部
入学定員400名

+
3年次編入学定員12名【 】

生物資源科学部は変わります

「ライフ」を探求して地域や世界で活躍しよう

自然豊かな環境で共に学び、地域や世界で活躍を目指すみなさんをお待ちしています。

総合理工学部、生物資源科学部は地域社会の発展と
持続可能な環境調和型社会の確立を目指します。

生物資源科学部は、生物、生命、生産、生活といった「ライフ」に関する科学的知識・
能力を涵養することを目指して教育・研究を行ってきました。平成30年度より、
特に地域社会から要請の高い分野の理系人材を育成するために、「生命科学科」、
「農林生産学科」、「環境共生科学科」の３学科に再編し、生命現象の解明と生物
資源の利活用、食糧資源や森林資源の持続可能な生産技術、それらを育む生態系
や環境の管理・保全・修復技術に関する幅広い分野の教育・研究環境を提供します。
「生命」・「生産」・「環境」に関する基礎学力を身に付け、それらを発展させた専
門知識、研究志向や技術力、さらには、地域を生かしたフィールド教育・研究に
より、現場での問題発見・解決能力を養うことで、地域社会の発展と持続可能な
環境調和型社会の確立に貢献できる人材を養成します。

生命科学科【70名】
基本的生命現象を総合的に理解すると共に、生命・生物資源を解析する高度な技術を身につけ、それらの知識
や技術を利用することにより社会に貢献できる人材を養成します。

水圏・多様性生物学コース
生命機能化学コース 食生命科学コース
細胞生物学コース

生物科学科【30名】

生命工学科【40名】

農林生産学科【85名】

地域環境科学科【45名】

農林生産学科【60名】
農林産物に関する持続可能な生産技術や、農業経営・経済についての総合的な知識を身につけ、農林業がもた
らす豊かな人間生活の実現に貢献できる人材を養成します。

園芸植物科学コース
農業経済学コース 森林学コース

資源作物・畜産学コース

環境共生科学科【70名】
環境調和型社会の確立を目指し土・水・生物などの資源の調査・評価及び生態環境を総合的に保全・管理する
ための知識と技術を習得し社会に貢献できる人材を養成します。

生態環境学コース
環境動態学コース 地域工学コース
環境生物学コース

〈新〉生物資源科学部【入学定員200名＋3年次編入学定員15名】

学部内特別教育プログラム
学部・博士前期一貫プログラム【30名程度】

COC人材育成プログラム【6名】

〈現〉生物資源科学部
入学定員200名

+
3年次編入学定員20名【 】

独自の発想 問題解決能力 グローバルな視点

総合理工学部・生物資源科学部

【電話の受付時間は月曜日～金曜日（祝日除く）8：30～17：15です】

問い合わせ先

全　般 島根大学ホームページ　　 http://www.shimane-u.ac.jp
島根大学 携帯電話サイト　http://daigakujc.jp/shimane-u

総合理工学部に関すること 学務課　総合理工学部等担当　0852-32-6835

生物資源科学部に関すること 学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

自然科学研究科に関すること 学務課　総合理工学部等担当　　0852-32-6835
学務課　生物資源科学部等担当　0852-32-6256

学生寮に関すること 学生支援課　学生生活・個別支援グループ　0852-32-6009

入学料・授業料免除，奨学金に関すること 学生支援課　奨学支援グループ　0852-32-6063

就職に関すること 学生支援課　キャリア・就職支援グループ　0852-32-6061

入試に関すること 教育・入試企画課　入試企画グループ　TEL: 0852-32-6073　FAX: 0852-32-9726
E-mail: epd-nnyushi@office.shimane-u.ac.jp

ホームページ入試情報提供サービス http://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/

生物資源科学部
学部長
井藤 和人

学部内共通教育コース
COC人材育成コース【6名】


